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改めて分配金問題をみんなで考えようNPOライフ
2017年度事業報告

専務理事　石澤 利巳 
　昨年度、給付金目当ての事業者（悪しきA型事業所）に対する対策の一環として、厚労省はA型事業の指

定基準見直しを打ち出した。その内容は事業売上の収益から障害者の給料を払わなければならないという

ものである。しかし全国のA型事業所の７割はその基準を満たしていない実態も明らかになった。結果、真

面目に取り組んでいる事業所までが閉鎖に追い込まれ、障害者の解雇問題が浮上した。私たちとしても、新

事業の開拓を含め収益を伸ばす努力を進めつつ、厚労省の一方的な基準改定に異議申し立てしてきた。

　ライフの「きばりや」もその7割の中に入っている。かといって、障害者の給料を削減することは出来ない。

なんとか法人の努力によって「きばりや」や協働事業の「もじや」の分配金（給料）を保証しているのが実態

である。しかし、Ｂ型で働く障害者の分配金はいっこうに改善できていない。この課題はライフに集うすべて

の人の共通の課題であることを改めて強調したい。

　就労支援事業売上は前年度の98％となり、市立病院

の清掃業務委託が無くなったことが響いている。雇用型

の事業は若干の売り上げ増となっている部分もあるが、財

政的には赤字であり今後もさらに収支の改善が必要であ

る。同時に、B型事業所の障害者分配金は大幅に下がった

結果となった。訓練等給付金は約300万円の減となって

いる。

1） 就労支援事業

　「こころや」は、場所の広さの問題もあり、日中活動支援

の内容に課題を残している。また、スタッフのスキルアップ

も求められており、自閉や発達障害への理解等、今後の研

修等の企画を増やしていく必要がある。

２） 生活介護事業

　介護スタッフの定着率が悪く、契約ヘルパーの登録も

半減し、充分な訪問介護支援が出来る状態になっていな

い。ヘルパー職の処遇改善も試みているが、応募は皆無に

ちかい。結果として、訪問回数や利用者を減らさざるを得

ない状態である。引き続き、法人内の相互協力で支援を必

要とする人たちの暮らしを支えていく体制が必要。

３） 訪問介護事業

　担当者の努力によって、「相談室らいふ」に対する相談

件数は増えている。一方、相談が複雑・困難な内容となっ

ている。今後、相談員の後継者育成も課題である。

４） 指定相談事業

　発寒工房・リユースプラザ事業、アウトソーシングセン

ター元気ジョブ事業は、各日の運営されており札幌市から

も高い評価を得ている。

５） 委託事業

　事務局体制を強化し、後継者育成にむけた取り組みを

開始。「共働・共生」理念の具体会に向けた取り組みが徐々

に開始されている。

６） 組織改革

　財政状況としては、今年度も黒字決算となった。スタッ

フの処遇改善も実行しており、メンバーにも年度末手当を

支給することが出来た。昨年に引き続きＢ型工賃が下降

状態である。一方、委託事業に関しては、入札額の算定額

や業務内容の見直し提案等の効果があり若干の上乗せと

なった。

７） 財政の安定化

　土地探しや不動産業者、設計士などとの相談を進めて

いるが、銀行の融資条件が決まらず、銀行の判断まちと

なっている。予定する土地候補は地下鉄発寒南駅徒歩15

分圏内で検討中である。

８） 共同住居建設事業
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2017年度決算報告・会計監査報告
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まちかど荘住人　西田 大作

まちかど荘

　住人同士の会話を聞いてわかった事なのだが、今年の四月でま

ちかど荘にみんなで住みはじめて７年目になるのだそうな。長いよ

うで短いあっという間な６年が過ぎた。振り返れば思い出は尽き

ないが、住みはじめてみると、てんでバラバラな人間たちが、本当

にみんなひとつ屋根の下、家族のような存在になった。良くも悪く

も「まちかど家族」とでもいえばいいのか、ライフの中でも個性的

な一つの共同体みたいなものになった。

　人が生きていく中で、「働く場」というのもとても大事なことだ

が、働き、疲れて、帰り、一日を締めくくる場所、自分の「家」という存在もとても大事であり、そこにともに住む存在を含

めて、人を構築する大切な生きる「場」であるように思う。僕たちのこの生きる場は、障害のあるものもない者も共に生

きる場だ。地域の中で制度を使わない住人主体の共同住居。責任は自分たちにあり、住居内でのトラブルももちろん

自分たちで解決する。相模原の事件以来、住人のずさんな戸締りもきっちりするようになった。自分たちの身も出来る限

り自分で守る。

１. 共に生きる場

　そんな中、札幌の共同住居の火事のニュースが飛び込んでき

た。生活困窮者が共同生活をしていたライフとも縁のある場所

だ。ニュースでもいろいろな憶測が飛び交っていたが、もちろんこ

の「場」も大切な生きる場であったことは間違いない事だ。まちか

ど荘と同じで、元旅館だったという。相模原の事件の時もそうで

あったが、他人ごとではすまされない気持ちになった。この事件を

無駄にしないように僕たちは避難訓練を実施した。

２. 他人事ではすまされない

　ライフの３委員会のうちの一つの、暮らし委員会の力を借りて

時間をかけて計画をたてた。まずは、白石にある市民防災セン

ターに住人を含め出向き、火災体験、地震体験、消火器の使い方

など、実際に経験してみると解ったことだが、いざ煙に巻きこまれ

ると住み慣れた家もまるで暗闇の中の迷路のようになる。これは

ひとたまりもないし、パニックになるであろう。単純なことだが煙

を吸い込まないように口にタオルなどを当てることも大切だと

解った。火事の死因の多くは一酸化炭素中毒であると言う。とて

も実りある体験になった。

３. はじめての防災体験

特
集 避難訓練 道への
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　さてこれらの準備期間をへて、いよいよ避難訓練の当日である。あいにくの雨であったがきちんと外まで避難をす

る。一回目の訓練では、皆ばらばらな動きで無駄が多く口にタオルを当てるのも忘れている。しまいには、キッチリと帽

子をかぶって避難する人までいる始末だ。随所に配置についていた暮らし委員会からのアドバイスを受けて、二回目の

訓練。今度は、住人同士、介助が必要なものは助け合い避難し、みんな低い姿勢で口にタオルも当てている、避難タイ

ムも格段にあがった。大成功だ。どこまでこの訓練が役に立つのかは解らないが、自分たちの身は自分で守るという責

任感につながったように感じる。ライフの事業所の中でも避難訓練の実施には取り組むべきだ。暮らし委員会では、市

民防災センターツアーも定期的に企画するので、ぜひ参加していただきたい。

４. つながる責任感

部屋のドアを
閉めたか？

姿勢は低くしたか？
などの反省

一人で避難が
厳しい人には
助け合いハンカチなどで

口をふさぎ、
姿勢は低く

通報はあせらず！
ゆっくり！
はっきりと！

外へ逃げろー！！

おらの部屋から
火事だぁー！！

みんな起きろー！！
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優生保護法被害者弁護団北海道弁護団へのカンパ要請

優生保護法被害者弁護団共同代表の決意
弁護士　 西村 武彦 

　障害者差別、人権無視の旧優生保護法による強制不妊手術の実態が徐々に明るみになってきました。
同時に、被害者救済に向け全国各地で裁判が始まっています。この北海道においても、「優生保護法被害
者北海道弁護団」（団長西村武彦弁護士）が結成され活動が開始されています。ライフとしても、西村弁護
士の決意に応え全力でこの裁判を支援して行きたいと思います。皆さんの弁護団へのカンパをここに要請
します。（文：石澤）

　仙台のNさんと共同代表になった西村です。自己

紹介と決意表明をします。

　1978年、静岡大学（私学を中退して、静大に21

歳と10カ月で入学しました。世間でいう３浪と同じ

です。）

　1979年（養護学校義務化の年）秋から、静岡で

青い芝で活動する沢井さんの介助者になり、介助

を学び、障害者の地域生活の思想（共生）・障害者

論・差別論・教育論を学び始めました（北村小夜さ

ん、山田真医師、石川憲彦医師らに学びました。全

障連です。）。大学に、障害者介助グループ「虹の

会」を立ち上げました。複数の脳性麻痺の仲間の介

助を始めました。学生寮のちかくに、静岡自立生活

センターもあり、静岡市内は、障害者の自立運動が

精力的でした。

　1980年代から、市議にも障害者の仲間を送り込

みました。野崎さんや、渡辺なおまさんという筋ジス

の仲間です。

　1981年頃沢井さんが結婚し、第１子を儲け、２５

歳の私が中心で子育てに関与しました。保健婦は

西村に育児・入浴・栄養を指導しました（大学で何

をしていたんでしょうね？）

【優生保護に関係する出来事】
　1983年頃、脳性麻痺の夫婦の沢井さんに２人目

の妊娠が判明した際、多くの支援者仲間は、「二人

目は無理だよ」、「おろそう」という議論をしていると

き、私は社会人の先輩の議論を傍観していました

（夫婦とも脳性麻痺です。一種一級で、支援者がい

ないと日常生活もできません。そういう夫婦です。赤

ん坊の抱っこもできません。）。

　１人目の赤ん坊の育児を中心で担っていて、学校

現場で働きながら、大學に通っていた私もアップ

アップだったのです。このころ、司法試験の勉強を

考えており、２人目の育児は遠慮したいと考えてい

ました。同期入学の仲間が当時すでに４人ほど司

法試験に合格していたので、29歳の私も1985年10

月、辰巳小教室という司法試験予備校の選抜クラ

スに合格し、逃げるように上京しました。

　他の介助者・支援者も、皆さん尊敬に値する、か

なりのメンバーで、共生について真剣に考えている、

スタンスのある人ばかりですが、二人目の出産にみ

なさん消極的でした。そして、沢井さんのつまは堕

胎をしました。私が主導したわけではありませんが、

反対もしていません。

　沢井さんの堕胎が、優生保護法のどの条文に該

当するかは、当時考えたことはありません（健常者

の育児の都合が本当の理由でしょう。）。

　なお、沢井博さんは頭脳明晰な人です。脳性麻

痺で肢体はとても不自由ですが、頭は私より優秀な

人です。第１子は、今は屋久島で山岳ガイドをしてい

ます（複数の外国語もしゃべれます。）。
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【どう向き合うべきだったのか】
　私は、時代の制約（1970年、1980年代、福祉なん

かありませんでした。入所施設・コロニーがパラダイ

スと宣伝されていた時期です。地域で生きる、子ど

もを作るというのは、それこそ、闘いでした）だった

とは言いたくはありません。言いたくはありません

が、じゃどうあるべきだったのかと言われると、何も

いえるものはありません。堕胎に消極的に加担した

のは事実ですから。

　必死で静岡大学・常葉女子大学・４つの看護学

生を組織し、１人目の赤ん坊強君を数10人の学生・

看護学生・市民でささえたのは事実ですし、その育

児の中心に私がいたのですが、２人目の堕胎のと

き、社会人の信頼できる先輩のだれ1人も優生保護

法を口にしなかったと思います。障害者問題をかな

り精力的に学んでいたので、優生保護法を学んでい

たはずです（大杉栄訳のダーウインの「種の起源」

はつい最近まで家にあったので、読んでいたはずで

す）が、頭の中から、きれいに消えています。

　1993年11月に司法試験合格です。1996年４月

から弁護士です。48期です。修習中に、当時存在し

ていた障害者弁護団の箱根合宿に参加、故副島弁

護士に鍛えられました。

【決意】
　そんな自分の過去と向き合いながら、優生保護

法被害者弁護団の共同代表、旭川・釧路・札幌・函

館の４つの弁護士会に足場のある北海道弁護団

の団長として、ベストを尽くしたいと思います。

　ダーウインの研究を人間社会にあてはめた際の恐

怖に無関心な自分たちがいる、と言いたいのです。

　確かに、法は正義を実現することもありますが、し

かし、犯罪行為に根拠を与えることもあるのです。

　私は無知のままではいけないと思います。

　多くの弁護士がこの訴訟やその運動に参加する

ことを常に求めたいとおもいます。

　今は、障害のある仲間の声に向き合うぞという覚

悟だけです。

　みなさん、よろしくお願いします。

西村 武彦 

・ルピナス法律事務所 札幌弁護士会所属弁護士
・司法ソーシャルワーカー
・NPO法人ふくろう後見センター 理事長
・北海道障害者人権センター 事務局長 

札幌市中央区北１条西１０丁目
原田ビル３０３号

住所

【TEL】 011-251-0377
【FAX】 011-200-0181

連絡先

～ご賛同の方は、下記へ募金をお振込いただけると幸いです。～
優生保護法対策弁護団 事務局長 西村武彦

支援金
振込先

口座名
銀行名 口座番号

優生保護法対策弁護団　事務局長　西村武彦
北洋銀行 札幌西支店（店番304） 普通 5395750

左から２人目が西村弁護士
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松アート作　「未来の虹」

ABle ARt KokORoyA
こころやのアート活動の中から生まれた作品

繭結のヘルパー 情報プ チ
身体介助のコツ 大西 和也

　今日のプチ情報は身体介助のコツ！ポイントとしては自身

の身体と利用者さんの身体をぴったりとくっつけることです。

　人によっては気持ち悪がられますがそこは仕方ないです。

腕の力だけで抱え上げようとするとすぐ痛めてしまいます。介

護に関わらず重い物を持ち上げる時も意外と役立つので使っ

てみてください。

　あとはコルセットをして腰や背中を固定するのも予防にな

ります。あくまで身体介助でのことなので、入浴時に頭を洗っ

たり身体を洗ったりする時にはくっつかないようにしてくださ

いね。これからもこの仕事を続けていけるように頑張りたい

と思います！

ひだまりレシピ

新じゃがとアスパラの
マスタードマヨ炒め

作り方

①新じゃがを一口大に切って、くっつかないように少し離して置き、レンジで2～3分温める。
②アスパラとたまねぎとソーセージを食べやすい大きさに切る。
③温め終わったじゃがいもとたまねぎ、ソーセージを炒める。
④火が通ったら、アスパラを加えて色が鮮やかになるまで炒める。
⑤ 塩 胡椒 粒マスタード マヨネーズを入れて炒めて完成。
 (ここでお好みで、おろしニンニクを少し入れてもおいしいです)
【ワンポイント】
マヨネーズは入れすぎるとべちゃべちゃしてしまうので様子を見て入れてください。
味濃い目がお好きな方は醤油をひと回ししてもおいしいです。

材料
（４人分）

新じゃが
たまねぎ
アスパラ

４～５個
１/２～１個
２～４本

•••••••••

•••••••••

•••••••••

粒マスタード
マヨネーズ

適量
適量

•••

•••••

ソーセージ
塩
コショウ

４～５本
適量
適量

•••••••

•••••••••••••••••••••

••••••••••••

新じゃがをアスパラと合わせた手軽で美味しい料理。お弁当にもぴったりです

第3世界のフェアトレードのナッツは、産地カンボジアでは大事な仕事でもあり、添

加物や保存料、農薬などを使わず、素材本来の味を安心して楽しめます。亜鉛や鉄、

ビタミンB1など健康に欠かせない栄養素が多く、特に亜鉛は骨粗しょう症の予防

になるそうです。脂肪分の60％はコレステロールの排出や生活習慣病予防の効果

が期待されるオレイン酸。１日10粒！かんたん健康習慣をあなたも始めませんか？

たねっツの「カシューナッツ」・・・・・［65g］ 380円
１周年記念「３個で999円セール」継続開催中！

（お好みで）おろしニンニク ••••••••••• ２～３cm

今月
のお
すす
め！

ライフ

事業所情報

掲示板
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入金後の発送となりますFAX(011)644-0088

(振込手数料はお客様負担となりますのでご了承下さい)

現　　金
銀行振込 北洋銀行 琴似中央支店 (普)口座番号：4 6 1 6 6 8 4

特定非営利活動法人 札幌障害者活動支援センターライフ
共働サービス たねや　理事長 我妻　武

商品注文書
お支払方法をお選び下さい (番号を○で囲んで下さい )お支払方法をお選び下さい (番号を○で囲んで下さい )

太枠内のご記入をお願いいたします太枠内のご記入をお願いいたします

■お名前のフリガナと郵便番号・電話番号（市外局番を含む）は必ずご記入下さい。■お名前のフリガナと郵便番号・電話番号（市外局番を含む）は必ずご記入下さい。

TEL:011-613-0611　FAX:011-644-0088　Mail:taneya@npolife.net共働サービス た ね や共働サービス た ね や

ご注文内容・送料・お支払方法のご確認をお願いいたします

①

②

③

④

⑤

島  原  小  町

夏  ご  こ  ろ

ひやむぎ・麦作

麺 の し ら べ

島 原 の れ ん

2,400円

2,900円

2,600円

3,050円

2,950円

円

円

円

円

円

個

個

個

個

個

円 円 円商品合計金額 送料 総合計金額

商品番号 商品名

商品番号 商品名

NPO法人 札幌障害者活動支援センターライフ
取扱い事業所
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ライフ事業所一覧

〒063-0812
札幌市西区琴似2条5丁目3-5 マンションMOMO1F

◇NPOライフ本部事務局
TEL 011 633- 6666- FAX 011 613- 9323-

共働事業所きばりや 就労継続支援事業A型

TEL 011 644- 5533- FAX 011 613- 9323-

こころや 生活介護事業

TEL 011 614- 1871- FAX 011 613- 9323-

〒063-0812
札幌市西区琴似2条3丁目2-37 サンハイム1F

コン・ブリオひだまり 就労継続支援事業B型

TEL 011 615- 4131- FAX 011 615- 4132-

〒064-0808
札幌市中央区南8条西2丁目5-74 市民活動プラザ星園103

アウトソーシングセンター元気ジョブ 札幌市委託事業

TEL 011 596- 6581- FAX 011 596- 6582-

〒064-0808
札幌市中央区南8条西2丁目5-74 市民活動プラザ星園104

共働事業所もじや 札幌市障がい者協働事業所

TEL 011 596- 6583- FAX 011 596- 6584-

〒060-0808
札幌市中央区北8条西3丁目 札幌エルプラザ内3F喫茶コーナー

Cafe de Kibariya（カフェ・ド・キバリヤ） 就労継続支援事業A型
TEL・FAX 011 758- 6533-

〒004-0003
札幌市厚別区厚別東3条1丁目1-10

TEL 011 375- 1133- FAX 011 375- 1155-
札幌市リユースプラザ 札幌市委託事業

URL http://www.reuseplaza.jp

〒063-0835
札幌市西区発寒15条14丁目2-30

URL http://www.reuseplaza.jp/10hassamu.html
TEL 011 662- 7815- FAX 011 662- 7816-
リサイクルプラザ発寒工房 札幌市委託事業

〒063-0804
札幌市西区二十四軒4条6丁目5-32 テラ二十四軒1F

共働サービスたねや 就労継続支援事業B型

TEL 011 613- 0611- FAX 011 644- 0088-

ヘルパーステーション繭結（ゆい） 指定居宅介護事業
TEL 011 623- 2505- FAX 011 644- 0088-

〒064-0808
札幌市中央区南8条西2丁目5-74 市民活動プラザ星園203

相談室らいふ 相談支援事業所

FAX 011 596- 6584-TEL 080- 1474-6076

6 月 イベントカレンダー

http://www.npolife.net最新の情報は、
ホームページを
ご覧ください！ NPOライフ 検 索

作業

生活

飲食

販売

介護

営業

印刷

相談

飲食

環境

環境

カイマチバザー出店
札幌駅前地下歩行空間 北大通東広場
10：00 ～17：00

たねや

21 日
木

22 日
金

〜

環境広場
札幌ドーム
10：00 ～17：00

札幌市リユースプラザ

23 日
土

24 日
日

〜

ライフ全体会&懇親会
ライフ本部30日

土

暑中見舞いハガキ

デザイン料金 ￥1,500～
※そのまま印刷できるデータをご入稿の場合はかかりません。

印刷受付中！（8月2日(木)まで）

　お客様のご要望に合わせて、全て1点ものでデザイン
を作成いたします。
印刷料金（税込）
印刷枚数

1枚～50枚

51枚～100枚

～150枚

フルカラー

3,600円

4,300円

5,100円

モノクロ

2,900円

3,200円

3,450円

※150枚以上の料金も、すぐお見積もりいたします。

お客様によるハガキのお持込みはできません。

◎官製ハガキ（1枚毎）…￥62 ◎私製ハガキ（1枚毎）…￥19～

上記印刷料金に加え、別途ハガキ代がかかります。

お問い合わせ・お申し込みは、共働事業所もじやまで！
メールでのお申込みは ⇒ nishida@npolife.net

⑪
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　記念すべきリニューアル１発目の編集後記！いや～リニューアルするにあたって広報担当へっぽこ３人

組の薄っぺらい知識と想像力で試行錯誤しながら打ち合わせするのがけっこう大変だった！でもすごく楽

しかった♪ライフの広報はアドボケイトだけではなく、ホームページやフェイスブックもあるのでこれからまだまだやりたいことはた

くさんある！へっぽこ３人組、頑張ります！（S☆T）

編 集 後 記

ライフカンパのご案内
お振り込み先 口座番号／加入者名

～だれもが地域であたりまえに暮らし、働くことができる社会を作ろう～

ライフは障害の種別を超え、「働きたい」
と願う人の気持ちを繋ぐために25年以上
活動を続けてきました。これからも、障害
のある人ない人をはじめ、社会的に不利な
状況にある人たちも含めた、共に働き共に
生きていく「社会的事業所」づくりをすす
めていきます。ライフの活動に共感してく
ださる皆様方からの応援を是非ともお願
いいたします。

北洋銀行
琴似中央支店 普通預金 4606735
特定非営利活動法人 札幌障害者活動支援センターライフ
理事長　我妻 武

北海道信用金庫
琴似支店 普通預金 3296744
特定非営利活動法人 札幌障害者活動支援センターライフ
理事長　我妻 武

ゆうちょ銀行 振替口座 02710-4-63485
NPO札幌障害者活動支援センターライフ

2018年６月10日（毎月10日発行） HSK通巻番号555号 1973年1月13日第三種郵便認可 発行人=北海道障害者団体定期刊行物協会
編集者=我妻 武
◇特定非営利活動法人 札幌障害者活動支援センターライフ
〒063-0812 札幌市西区琴似2条5丁目3-5 マンションMOMO１F  TEL 011-633-6666　FAX 011-613-9323
E-mail main_lifemail@npolife.net  ホームページ http：//npolife.net /  郵便振替口座 02710-4-63485

2018年 ６月号
No.208 定価 100円

（４月分・順不同・敬称略）ご協力ありがとうございます

アドボケ購読料 山本 哲生　小野 正美　小野 菜穂子　矢野　潤　高妻 政行　藤田 綾子　鶴見 裕子
若松　修　佐藤 靖子　花崎 皋平　菊谷 みどり　田中 美穂　渡辺　弘　太田 英和
鍋山 若子　石川 佐和子

賛同会員会費 谷上　嶐　佐藤 靖子　太田 英和 協賛団体会員費 （特非）ベトサダ　（特非）サムリブ

維持会員会費 藤川 雅司　福田 敏夫　 三田 明外　大嶋　薫　斎藤 規和　（特非）あしの会

寄 付 金 山本 哲生　福田 敏夫　高妻 政行　鶴見 裕子　若松　修　佐藤 靖子　菊谷 みどり
吉田 隆一　石黒 建一　（特非）ベトサダ

人生ズについて きばりや 濱中 孝仁

　人生ズは西田さん ギター、濱中 たいこ、山口さん 歌、おくいさん キーボード、ともやすさん マラ

カス、上神田さんドラム、おりもとさん ふえ、ケイ

ジェイさん からから・ざざざざの８人でバンドを

しています。色々なライブでみんなの力をあわせ

て強い歌をがんばりました。

　希望の力ファイヤーをしました。　

　タワーレコード札幌PIVOT店インストアライ

ブ、クラブカウンターアクションレコ発売記念ライ

ブはたくさんの人が来てくれて最高に楽しいかっ

たです。これからもよろしくおねがいします。
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	0515アドボケP6~7-4
	0517アドボケP8
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